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読書週間とは.… 

 終戦まもない１９４７年（昭和２２）年、まだ戦火の傷痕が至るところに残っているなかで「読書の力によっ

て、平和な文化国家を作ろう」という決意のもと、出版社・取次会社・書店と公共図書館、そして新聞・放送のマ

スコミ機関も加わって、１１月１７日から、第１回『読書週間』が開催されました。 そのときの反響はすばらし

く、翌年の第２回からは期間も１０月２７日～１１月９日（文化の日を中心にした２週間）と定められ、この運動

は全国に拡がっていきました。そして『読書週間』は、日本の国民的行事として定着し、日本は世界有数の「本を

読む国民の国」になりました。いま、電子メディアの発達によって、世界の情報伝達の流れは、大きく変容しよう

としています。しかし、その使い手が人間であるかぎり、その本体の人間性を育て、かたちづくるのに、「本」が

重要な役割を果たすことはかわりありません。暮らしのスタイルに、人生設計のなかに、新しい感覚での「本との

つきあい方」をとりいれていきませんか。『読書週間』が始まる１０月２７日が、「文字・活字文化の日」に制定

されました。よりいっそうの盛りあがりを、期待いたします。 

リサイクルフェア おはなしひろば 

日時：10/26（土）～11/1（金） 

場所：大垣市立図書館・上石津図書館 

   墨俣図書館 

※1人２冊まで 

※予約、取り置きはしません。 

日時：10/26（土）  

   ①10:30～11:１5 ②13:30～14:30 

場所：大垣市立図書館 児童閲覧室 

※絵本の読み聞かせ、大型紙芝居 

 人形劇、手あそびなど親子でおた 

 のしみください。 


